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「聖なる自然の神々の子」（das Götterkind der heiligen Natur，1844f．），すなわち自然な男女
によって創られた自然物であると同列視する．そして，それゆえ彼女の頭には自然という「神々






















































































































































































かったでしょう」（Mir wäre besser， ich wär nie geboren! 2260）と続くが，もちろんこれは
ゲーテの『ファウスト』（Faust）第 1 部の第 4596 詩行の「ああ，俺なんか生まれて来なかった























て，乙女の「屠殺」的初戦であるスペクタクルを叙事的に見事に描き出したのは第 1 幕第 9 場の





























































こで見てみよう．この最初の詩行 2318 にはコンマが >und< の前に有るか無いかで，2 つの異版
がある．8 先ず私の使用しているナチオナール版から 2 詩行を，その間に > < つきで，コンマの
ある異版の原文を，そして次にその石川，野島そして私の拙訳の順で紹介しよう．
　　Unsinn， du siegst und ich muß untergehen!　　　　　　　2318
　　>Unsinn， du siegst， und ich muß untergehen!<　　　　　 異版の 2318









　この 3 訳の相違を先ず整理しておこう．石川氏の訳は >Unsinn< を「愚かさよ」と呼びかけ，













>Unsinn< （愚かさ） を呼びかけと採り，>du< （貴様） で受けていると解することもできようが，
トルボトの台詞全体から見れば，誤りであろう．その語を日本語に訳すと，「馬鹿」，「愚か」と











は 3）の「半狂乱になること」（raserei），4）の「最高の馬鹿」（höchster grad von unklugheit）
などの意味をつけた項にではなく，5）項で「啓蒙主義で好まれた語で，その概念は主にラテン






ガー（Johann Friedrich Unger 1750-1804）書店から出版されたのは 1802 年である．そしてそ
の第 2 版はコッタ（Johann Friedrich Freiherr Cotta 1764-1832）書店からで，他の 2 作品と 1
巻本にまとめられた作品集として 1805 年の復活祭見本市を目指して計画・準備されたが，結局
出版されたのはシラーの死（1805 年 5 月 9 日）後の 5 月末であった．注 8 のⅡで示したように，
私が利用しているナチオナール版は 1948 年から発行されたもので，この作品は第 9 巻に収めら
れている．そしてその編集に当たったのはベノ・フォン・ヴィーゼ（Benno von Wiese）とリー
ゼロッテ・ブルーメンタール（Lieselotte Blumenthal）で，彼らはその出版にあたって依拠し
たのはウンガーの初版本でも，コッタの第 2 版でもなく，シラーがその後者の出版準備のため 2
回に分けて，1805 年 2 月 3 日と同月の 25 日にコッタに送った（ウンガーの初版本に訂正を加え
た）原稿であると書いている．そして，そうした理由を，シラーの死後に出たその第 2 版はシ
ラーのその校正原稿に忠実ではなく，申し分のないものとは言えない（nicht einwandfrei）も








　あの最初の詩行の >du< は具体的に何を指しているのだろうか．石川氏はそれを >Unsinn<
（愚かさ）そしてさらに次詩行の >Dummheit<（人間の馬鹿さ）と，野島氏はそれを同じよう
に，訳語こそ違うが >Dummheit<（愚か者）と解されている．つまり両氏は >kämpfen<（戦
う，争う）という動詞と前置詞句 >mit der Dummheit< を緊密な関係にあると解され，「馬鹿を
相手に戦う，あらそう」と訳されている．勿論この自動詞「戦う」は例えば決闘などで共にそう
する相手があってこそ初めて成り立つのだから，それを表す前置詞句 >mit Dativ<（3 格と）を
支配することが多く，同じような動詞として >ringen<（レスリングをする，素手で戦う）や
>fechten<（フェンシングをする，戦う）がある．しかしこれらは「対抗，反対，敵対」を表す
前置詞句 >gegen Akkusativ<（4 格に敵対して）を採ることもできる．そしてシラーはこの作
品の第 2 幕第 1 場でブルグントに第 1292 詩行でこう言わせていた，>Was tu ich hier und 
fechte ich gegen Frankreich?<（なんでわしがここに居て，フランスと戦うのか）．その詩行で
は明らかに >fechten< は >gegen Frankreich< （フランスと） と「敵対」を表す前置詞を使って
いたのに，13 なぜこのトルボトの第 2319 詩行ではそうしなかったのか．この 2 種類の前置詞句の
どちらを採るべきかという問題は，最初の詩行にある >du<（お前） は誰かという問題と，次詩




　グリムは >kämpfen< を見出し語とした箇所で，この動詞が >mit< 前置詞句を採り，「～と 
（敵対して） 戦う」用例としてシラーの他の作品からも多く引用しているが，この詩行は利用し
ていない．14 ところが他の見出し語 >Dummheit< で，カントの定義 >mangel an urtheilskraft 



































































































































































































































































　　　お前を救ってやりたい ― 俺にできることを言ってくれ !　　　　　2490
　　　来い，こっちに来い ! そんな恐ろしい紐帯（Verbindung）は
































































































　以上の拙訳では表しきれない，この乱れた 9 詩行（本来の 8 詩行に 1 つ加えられ，9 詩行に増
えたもの）を，原詩の隣にその詩脚（Versfuß）を強（X¤）， 弱（X）で示すと，次のようになろ
う．
　　　Wer? Ich? Ich eines Mannes Bild　　　　　XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ 　　　a
　　In meinem reinen Busen tragen?　　　　　　XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ X　　b
　　Dies Herz， vom Himmels Glanz erfüllt，　    XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ 　　　a‘
　　Darf einer irdschen Liebe schlagen?　　　　  XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ X　　b
　　Ich meines Landes Retterin，　　　　　　　  XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ 　　　c
　　Des höchsten Gottes Kriegerin，　　　　　    XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ 　　　c
　　Für meines Landes Feind entbrennen!　　　 XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ X　　 d
　　Darf ichs der keuschen Sonne nennen，　　　 XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ X　　 d
　　Und mich vernichtet nicht die Scham!　　　 XX¤ XX¤ XX¤ XX¤ 　　　e
　詩脚は同じヤムブスであるが，その前までは 5 脚であったものが，ここでは 4 脚に減り，第 2， 
4， 7 と 8 詩行は弱音節が一つ多く，余り脚となっている．原語の下線部と左のアルファベート
で示したように 8 詩行まで aba’bccdd と脚韻を踏んでいるが，最後の詩行は，脚韻がアーム
>am< と前の脚韻とは無縁な音声になって，特別な詩行であることを示している．文法的な問題
として，第 1 から 2 詩行に掛けての疑問文は，普通 >Ich （darf） eines Mannes Bild in meinem 
reinen Busen tragen?< となろうが，その助動詞 >darf< がヤムブス脚を維持するため省略され，
その省略は第 4 詩行の初めに出て来る >Darf< によって気づかされる．第 5 詩行から始まる文も
同様にその助動詞が抜け落ち，第 8 詩行の >Darf< が前文の >entbrennen< とこの詩行の
>nennen< 2 つの不定詞を支配し，さらに疑問符ではなく感嘆符で閉じることによって，お祭り
ムードの周囲とは対照的なヨハンナの心の内が激しい矛盾に満ちていることを表している．最終








　さて，ここで舞台裏の音楽の転調に合わせて，詩形もヤムブスから 1 詩行 4 強弱脚のトロ
フェーウス（Trochäus）に変わる．これは 4 詩行で 1 詩節を構成するが，それが 3 詩節続き，





えてしまう！」（2563）と特別に付加されている．すなわち，この最後の 1 詩行がこれまでの 3
詩節を総括した結論となっている．
　さて，彼女は涙を流したというカタルシスによって新しい精神段階に達したらしく，現在と過
去の自分を分析し始める．詩形も 5 脚のヤムブスに戻り，先ず 10 プラス 1 詩行で，次に同じ詩


















































































































































　そして次の第 3 詩節ではその聖母に対して，そのような任務には「罪から自由な」（frei von 
Sünden， 2599），「不死の者」（die Unsterblichen， 2002），「清い者たち」（die Reinen， 2602），
すなわち天上の霊たちを選ぶようにと言い，私はそうではない「感じやすく」（fühlen， 2603），











　そして最後の第 4 詩節では，「無邪気に」（schuldlos， 2608）静かな山の上で羊を追っていた















皆これから彼には閉ざされてしまいますよ―」．この台詞の引用箇所，J. G. Lessing， Gesammelte 
Werke， Aufbau Verl．， Berlin u. Weimar 1968， B. 2. S. 248．
３　参照，「日本福祉大学研究紀要　現代と文化」（以下「現代と文化」）125 号，S. 2. 及びその注 1．
４　参照，「現代と文化」124 号，S. 2f. ヴォルテールとシラーの「乙女」の意味．


























の無いものは以下 4 冊．I. J. G. Cotta’sche Buchhandlung. Friedrich von Schiller: sämtliche Werke 
in 18 Bdn. 1823. B. 7. S. 333. II. Nationalausgabe， Schillers Werke in 42 Bdn. 1948ff. B. 9. S. 257. 
III. Deutscher Klassiker Verl. Friedrich Schiller in 11 Bdn. 1996. B. 5. S. 228. IV. Carl Hanser 
Verl. Friedrich Schiller: Sämtliche Werke in 5 Bdn. 2004. B. 2. S. 765. コンマで区切られているもの
は以下 5 冊．V. J. G. Cotta’sche Verl. Schillers sämtliche Werke in 10 Bdn. 1844. B. 6. S. 251. VI. 
J. G. Cotta’sche Verl. Schillers sämtliche Werke in 12 Bdn. 1847. B. 5. S. 303. VII. Verlag der J. G. 
Cotta’schen Buchhandlung， Schillers sämtliche Werke， Vollständige Ausgabe in 2 Bdn. 
Stuttgart. 1867 B. 1. S. 514. VIII. J. G. Cotta’sche Verl. Schillers sämtliche Werke， 
Säkular=Ausgabe in 16 Bdn. 1904. B. 6. S. 290. IX. Bibliographisches Institut AG. Friedrich von 
Schiller in 5 Bdn. 1935. B. 3. S. 111．
９　 『シラー名作集』白水社，1972 年 6 月 23 日発行，石川實訳，289 頁．






（Vgl. Deutsches Wörterbuch von J. und W. Grimm. B. 1. S. LXXXVI）としか記していないが，こ
れは注 6 で示したⅥ . と出版地が同じであること，そして 1840 年にその地にあった書店でシラーの全
集を出版できたのはコッタのみであろうから，それと同じものであろう．相違は発行年に 27 年の差
があることと，グリムでは 1 巻本であるのに対して全 2 巻の 1 であることである．コッタは 1840 年
にシラーの文学作品の全集を出し，その後同じ装丁で彼の哲学・歴史の仕事を加え，2 巻本にしたの
であろうか．
12　Vgl. NA. B. 9. S. 405f．
13　参照，「現代と文化」第 125 号 14 頁．
14　Jacob u. Wilhelm Grimm， Deutsches Wörterbuch， B. 11. S. 145-149．
15　Ibid. B. 2. S. 1520．
16　この原文は >Kurz ist der Abschied für die lange Freundschaft< で，下線部の >kurz<（短い）と 
>lange<（長い）は対になっている．『これまでの「長い」付き合いに対して（感謝しながら）』，『戦
場にすぐ戻りますから「短い」お別れで失礼，そしてあの世に私も間もなく参りますから，それから
の長い友情のためにも』と > für < の前置詞句は二重の意味を表しているようである．この同じ対形
式でシラーは，この劇を結ぶヨハンナの最後の台詞を >Kurz ist der Schmerz und ewig ist die 
Freude! <（苦しみは短く，喜びは永遠です）と結んでいる．




J. A. Eberhard: Synonymisches Handwörterbuch der deutschen Sprache. Leipzig. Th. Grieben’s 




19　参照，「現代と文化」125 号，S. 18ff. 人間モントゴメリの声と神々の声．特に S. 21．
20　参照，「現代と文化」124 号，S. 17. さらに同 125 号，S. 7. 原文では．Vers 409ff. u. 1087ff. 




（G. E. Lessing 1729-81）が創作した『賢人ナータン』（Nathan der Weise， 1779， zitiert aus Werken 
in 10 bdn. Hrsg. v. Paul Rilla， Aufbau-Verl. Berlin u. Weimar 1968. B. 2. S. 467．）の娘レヒャの台

















24　2569 詩行では「剣」（Schwert， 原文では 2570）とされているのは，まだライオネルと交戦する以前
のことで，この台詞を言っているもう一人の彼女は神の命に従ってフランスのために使う武器である
と確信していたからである．
25　Vgl. Johann August Eberhard: Synonymisches Handwörterbuch der deutschen  Sprache. 
Leipzig， Th. Grieben’s Verl. 1910. Sansyusya， 1983. S. 502f. 
26　Vgl．， 「1」，18 頁，Vers. 425ff．

